海外レポート プラハ国立歌劇場『椿姫』--プラハと札幌の公演 by 大林 のり子
海外レポート プラハ国立歌劇場『椿姫』--プラハ
と札幌の公演
著者 大林 のり子
雑誌名 Probe
号 2
ページ 147-149
発行年 2008-02
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00001341/
147 海外レポート
二〇〇七年は、なかなか劇場へ足を運ぶ余裕がなく、公演情報も
ほとんど見逃しがちという状況の中、 プラハ国立歌劇場のオペラ『椿姫（トラヴィアータ） 』をプラハと札幌、二つの街で鑑賞する機会を得た。普段オペラを積極的に観る方ではなく、むしろ一年にひとつ見るかどうか いう程度にもかかわらず、オペラ公演を二度観ることになっ 経緯には、ちょっとした偶然があった。
札幌にプラハ国立歌劇場の『椿姫』が来たのは十月十八日。日本
ツアーは十月十六日～十一月十二日まで全国二十三箇所を巡る内容。一九九六年以来、劇団は七回目の来日になるそうだ。北海道へは札幌の厚生年金会館で夜一回の公演だった。たま ま公演直前に手元に舞い込んだチラシの白黒コピー。そこに載せられた舞台写真にどこか見覚えがあった。白く高い壁が舞台奥に上手から下手まで幅一杯に緩やかに弧を描くように立てられた舞台装置である。
そういえば私は六月にプラハを訪ねていたのだった。プラハでは
四年に 度、舞台美術 国際展覧 が開催される。その第十一回目の「プラハ・カドリエンナーレ
’07」の時期に合わせて一週間ほど滞
在し、時間の隙間を縫っていくつかの劇場 足を運んだ ヨーロッパの劇場は、レパートリー・システムをとってい ため、日替わりで演目が変わる。たとえばプラハ国立歌劇場で 、前日まで『蝶々夫人』 （プッチーニ） 、 『カルメ 』 （ビゼー） 続き、 『トラヴィアー
タ』 の翌日には 『トゥーランドット』 （プッチーニ） が上演されていた。その中で、日程の都合で観られたのが『トラヴィアータ』だったのだが、 まさにその演目が札幌に出張公演でやって来るという。ちょっとした偶然に驚きながら、さて、すでに本場で観てきた演目を、札幌でもう一度観るべきかどうか迷った。
まず判断に迷った理由のひとつは、やはりチケットの値段である。
プラハでは四〇〇チェココルナ（二、 五〇〇円程度）の天井桟敷で観た。一番安いサイドの席だと一〇〇チェココルナ（六〇〇円程度） 。一番高い席でも一、 二 〇チェ コルナ（八、 〇円程度）で観られる、以前よりは高くなっ とはいえ まだまだ安い。一方、札幌公演の 安 座席は七 円、Ｓ席ともなれば一八、 〇である。海外からオーケストラやキャストをそっくりそのまま呼んでいるのだから それだけ経費がかかって る。 とはいえ、 このチケットの値段では、よほどの思い入れがなければ 若い人はほとんど観ることができないだろう。実際に、札幌公演の客席は、 れな の年代の方で占められていた。あらためて日本でのオペラの敷居の高さを実感する。
しかしながら、同じ演目を違った劇場で鑑賞すること、または海
外の舞台芸術を日本 上演することについて、日頃少 からず関心を持っている身としては、やはりこの機会を逃して いけ いと思
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い、この偶然をありがたく受け入れることにした。
* 　　　
* 　　　
* 　　　
* 　　　
* 　
ヴェルディの『椿姫（トラヴィアータ） 』は、デュマ・フィスの
小説をもとに一八五三年にオペラ化された作品。世界でも人気がある演目のひとつである。物語はヴィオレッタの邸宅で開かれている貴族のサロン、彼女に恋焦がれる青年アルフレードと出会い恋に落ちる第一幕。しかし第二幕第一場で、その恋に反対する父親ジェルモンが登場し、彼らの純愛を知りつつもヴィオレッタに息子との別れを迫る。ヴィオレッタが葛藤しつつ身を引く場面は、このオペラの見せ場でもある。第二幕第二場、パリのサロンでヴィオレッタはアルフレードに再会す が、アルフレードはヴィオレッタの心変わりを責め冷たく当た 。第三幕は、 病 臥し死に直面したヴィオ ッタの孤独と、誤解が解けて駆けつけたアルフレードやジェルモンとの別れの場面。 最後は、 彼らに見取られながら息を引き取り幕となる。
この演出を担当したのは、フランスの新進気鋭の若手演出家アル
ノー・ベルナール。売り文句は「フランス的洗練に貫かれた『椿姫』 」として、シンプルでモダンな舞台装置は、白と黒を基調に光と影コントラストを意識したものだっ 。演出家自身が言うように 通常よりもヴィオレッタの娼婦であるイメージを重視 た演出になっており、た えば冒頭には下着姿 男性と絡み合うシー 入る。時代背景は十九世紀末のベル・エポックに移され 従来よりも現代に近い人物像を描き出そうと試みている イタリア語での上演。
白と黒の陰影を意識した舞台をもう少し詳しく見ておくと、第一幕は、背景の白い壁の弧と平行するように弧を描いて中央に置かれた横長 白いソファ。ヴィオレッタとアルフレードの出会いの場面、二人は白い衣装を着ており、サロンの他の群集はみな黒。白と黒のコントラストが美しいが、恋愛の情熱の場面として
は、すこし色気がない感じも受ける。第二幕は、パリ郊外の二人の邸宅。恋人の父親が、彼女に息子との別れを懇願する。背景の壁はそのまま、入り口の場所が下手から上手へ移動しただけだが、一転して庭の場面へ。上手の扉から一筋の光が差し込んでいる。そ 光の部分にだ 、黄色いイチョウの葉がちりばめられ、その光の先 ほう、下手に庭のテーブルと椅子がある。全体が白黒の演出の中で、唯一、色が印象的に使われている場面だった。低いと ろから差し込む光が秋の雰囲気。二場、ダンスと享楽の場面 背景 壁は、数箇所が前に押し出されて、演技面をいくつかに分割 ている。バレエダンサー扮する女性たちは肌もあらわにしながら踊る。また、テーブルクロスを広げ、その後ろで踊る男女を影絵風に映し出し、享楽 雰囲気を盛り上げる演出も。全体的に白黒 シャープで洗練された印象。第三幕でも 背景の壁の上手側 一部が引き出さ 引き出された壁の側面が黒く塗られている。数本の大きな黒い柱で空間を構成。その黒い壁と柱の影によって、重苦しい空間 表現され、死に向かう孤独な部屋をイメージさせ 下手側には、フラットなフロアがあり、 死に際の歌「さらば過ぎし日よ」で ヴィオレッタの上 はらはらと白 雪が舞い降りる。
* 　　　
* 　　　
* 　　　
* 　　　
* 　　
この白黒を基調としたシンプルな舞台美術 対し は、札幌 観
客の中に「オペラらしい豪華さがなくてちょっと残念」という感想も耳にした。確かに、通常のオペラの装飾性豊かな装置や衣装からすると、すこしそっけない感じもある。
けれども、札幌の劇場で観た舞台装置は ラハで観た時と比
べても、どこか違う印象を受けた。それはなんといっても、客席や劇場の空間の違いに他ならない。たとえば、舞台作品の印象は客席
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や劇場やそれを取り巻く環境によって影響される、という演劇論を持ち出すまでもなく、プラハ国立歌劇場と厚生年金会館では、客席数も、そしてなによりも内装がまるで違う。
プラハ国立歌劇場は、一八八八
年にウィーンの設計事務所ヘルマー ・ウント・フェルナー
 が
ウィーンのブルク劇場を設計したカール・ハゼナウアー 協力を得て設計を行い、プラハの建築家アルフォンス ヴェルトミュ
ラーによって建設された。ヨーロッパでも一、 二を争う美しい劇場である。歴史を感じさせる重厚な、赤と金を基調とする装飾に満ちた客席が劇場を訪れる観客を迎える。 劇場に入った時点で、 否が応でも、巨大な装置の中 入 たような感覚を覚える。天井桟敷に陣取ると、目の前には豪華なシャンデリアも目に入る。そんな空間の中で舞台に飾られる白と黒 シンプルな舞台装置の印象は、殺風景な日本のホールの客席から覗き込む舞台とはまったく違う
プラハ国立歌劇場は馬蹄形の客席で一〇三八席。それに対して、
厚生年金会館は二三〇〇 で横に広い。そこでは『椿姫』の舞台装置は、 小さく見え、 シンプルさがゆえに殺風景な印象を強くしていた。
ちなみに日本ツアーの配役は、公演場所によって交代している。
札幌公演では、ヴィオレッタ役にアンナ・トドロヴァ、アルフレード役にトマーシュ・チェ ニー。プラハ 見た公演で ルフレード役は同じで、ヴィオレッタ役がマリーナ・ヴィスクボルキナであっ
た。トドロヴァは、ヴィスクボルキナに比べて小柄だったので、衣装のイメージも多少違って見えた。一階席の真ん中よりすこし後ろ右よりの席だったが、札幌では特に女性の歌声が、か細く遠いところから聞こえるように感じた。おそらくこれは俳優の声量の違いという以前に、劇場の構造によるところが大きい。冒頭 群集場面でのコーラスやオーケス ラ 関しても、札幌では音が届いてこないもどかしさを感じた。音 響き方もま 舞台を遠く感じさせる要因になって たよう 思う
* 　　　
* 　　　
* 　　　
* 　　　
* 　　
さて結論として、だから舞台芸術は本場で見るのが一番だ、とい
うことを言いたい ではない。
むしろ興味深いのは、ある舞台芸術が、日常の劇場空間や地域か
ら離れる で意識される喪失部分を、ど 捉えれば良いか いう点である。そもそも舞台芸術は、他の芸術に比べても、明らかに時間や空間を越える際に失われる部分が多い。たとえば上演様式、上演空間、俳優の身体、観客の反応、列挙すればきりがない。もっといえば、言語の違いによる伝達内容の減少もある 尤も、失われるというのは、言い換え ば 変化であり 新たな創造と捉えることもできる。
地域文化と舞台芸術という点で考えるならば、場を移すことに
よって失われ 空間や観客の反応などは、特定の地域や文化の中で培われてきた慣習であったり 約束事、あ いは伝統 分類することができるだろう。それが失われる（変化す ）ことによって、本来の魅力が失われる場合も れば 逆に、その中で普遍性を獲得する場合もある。いずれにしても、その喪失部分、あ いは変化す部分に目を向けることが、そ ぞ 文化 あるいは地域性を浮き彫りにするきっかけとなるよ に思
